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財団法人 日本国際協力センター

地方自治体の国際交流・協力は
市民参加の是非が明暗をわける

知をつなぐ。世界をつなぐ。未来をつなぐ。

新しい事業を創造するために
果敢に挑戦していきたい

JICEスタッフに聞く プロジェクト開発部
新規事業開発課 課長

鍬田 伸利さん

��������� この人に聞く
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めんじゅ・としひろ
兵庫県庁在職中に米エバーグリーン大学に派遣され、姉妹都市交流の研究で修士
課程修了。復職後も姉妹都市交流をはじめとする国際交流事業に携わり、1998年に
（財）日本国際交流センターへ。地域レベルの国際交流・協力活動、NGOの調査研
究、日米を中心とする市民団体相互の交流活動のコーディネーションなどを担当して
きた。著書に「『多文化パワー』社会・多文化共生を超えて」（国際交流・協力活動入
門講座シリーズ4／明石書店）などがある。

姉妹都市や国際交流、多
文化共生は、本来、一体の
ものだと思います
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　民間の銀行にほぼ10年勤めた後、JICE
に入団した鍬田伸利さん。異色の経歴の持
ち主だ。その銀行時代にJBIC（国際協力
銀行。当時は海外経済協力基金）に2年間
出向して、インドネシアへのODA（円借款）
事業を手掛けたことが鍬田さんの運命を変
えた。
「途上国の国づくりに携わっているという充
実感があり、民間の金融機関とはまた異な
るやり甲斐を感じました」
　JBICへの出向を終えて銀行に戻った鍬
田さんは、1999年にJICEに入団。まもなくし
てJICAの調査団の一員としてウズベキスタ
ンへ出張した。
「それが今日も続いているJDS（人材育成
支援無償）事業の始まりです。市場経済化

移行国の将来有望な人材を日本に留学さ
せるODA事業で、当初、ウズベキスタンとラ
オスの2カ国でスタートしたJDS事業は、今で
は10カ国（ミャンマー、中国、フィリピン、キル
ギスなど）を数えるまでになりました」
　鍬田さんはその後、04年10月から人事課
の仕事に従事したが、07年5月から今度は
課長としてJDS事業を再び担当、その後、
09年5月、プロジェクト開発部新規事業開発
課の課長に就いた。
「国際協力をめぐる環境は劇的に変わって
います。今後はより厳しい競争の時代になっ
ていくでしょう。この課はこの4月に立ち上げ
たばかり。一言で言えば新しい事業を獲得
していく課。公益法人のJICEとしても、経営
の視点がますます重要となっています」

　2年前に始まった21世紀東アジア青少年
大交流計画（JENESYS）などの新しい動き
はこれまでも見られたが、今後は、インドネシ
アやベトナムなどの国々が、無償資金協力
や技術協力を受ける国から円借款に比重
を移しつつある中で、それを見据えた事業
展開を模索する必要があり、さらに世界銀
行やアジア開発銀行などのプロジェクトとい
った未知の領域にも目を向けているところ
だ。
　鍬田さんはかつての恩師に贈られた「見
る前に翔べ」という言葉を、今でも時々思い
出しては実感しているという。JICEの新たな
可能性を見出そうとする姿勢と適確な情報
収集能力は、新規事業の創造にはうってつ
けの人材だともっぱらの評判だ。

モノの見方や考え方など銀
行時代の経験は、間接的に
活かされていると思います
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広報紙『JICE』に対するご意見、ご感想、ご質問、今後取り上げてほしいテーマや人物などを、下記アドレスへメールでお寄せください。
広報紙『JICE』編集事務局　e-mail：kohoshi-jice@jice.org皆さまの声をお聞かせください

私たちJICEは、個人情報保護法を遵守し、
徹底した個人情報の管理をいたします。
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日本の自治体が種をまき開花させた国際交流 

　姉妹都市交流は1960年代から70年代にかけて盛んに行われ
るようになりました。その後、自治体の関心事は80年代には“国際
協力”、90年代には“多文化共生”へとシフトしてきた感がありま
す。ところが近年、日本の自治体はいずれも財政難に陥り、海外と
の活動のパワーそのものを失いつつあります。在留外国人の住
宅、医療、教育など、直面する問題に取り組むのに精一杯という
事情があるからです。
　一方、アジアやアフリカなどでは分権化が進み、自治体間の国
際交流が極めて盛んになってきました。日本の自治体が過去に、
アジアなどの自治体を招いてまいた種が、いま花開いた形です
が、昨年参加した福岡の国際都市会議やアメリカでの姉妹都市
大会では、アジアを始めほかの国では活発に国際交流が行われ
ているのに「いったい日本の自治体はどうなっているんだ？」という

声を、投げかけられるような状況です。
　こうした状況に陥った原因は、財政難のせいだけではありませ
ん。よく言われるように、自治体の担当者は2、3年で代わってしま
います。ほとんどの自治体で市民を中心に据えず、“顔の見える”
交流がなおざりにされてきたからなのです。

自治体の国際交流・協力の理想の形

　そうした中でも姉妹都市交流が脈 と々続いているケースがあり
ます。長期的な視野で市民が積極的に参加する基盤をしっかり
つくり、守り続けてきた自治体です。こうしたケースを見るにつけ、
自治体は姉妹都市交流を先導するのではなく、市民がイニシア
チブをとる交流を後押しする仕組みづくりへと役割を転換してい
くべきでしょう。
　しかし、単に市民に放り投げるのでは無責任です。自治体とし
て市民の自発的な交流が行えるためのお膳だてをすることが不
可欠です。例えば、地元の活発なNPOのリーダーを姉妹都市に
派遣し、相手の同じ立場の人との交流の機会を作るなどです。パ
ワーのある人同士が出会えばスパークが起こり、自発的に交流が
広がっていきます。
　アメリカとの姉妹都市交流の夕食会の場で市民同士が、太平
洋戦争で同じ島で敵同士として戦っていたことがわかり、お互い
に涙して今の平和を喜んだという奇跡もありました。そうした草の
根の国際交流の積み重ねが、内向きな人々の意識を変え、開か
れた地域の発展につながるのです。
　私は長年にわたって国際交流を見てきました。姉妹都市交流、
国際協力、多文化共生は、人の交流が原点にあるという意味で、
その根源はあくまで一体のものと考えてください。姉妹都市を通
じて相互信頼を築く実績のある地域であれば、国際協力も多文
化共生もみごとにやってのけられるのです。

毛受 敏浩さん

財団法人日本国際交流センター
チーフ・プログラム・オフィサー

国籍、アルゼンチン国籍、コロンビア国籍、パ
ラグアイ国籍。今後の再就職のためには、日
本語の習得が不可欠という意識が強まって
おり、参加者は真剣に研修に取り組んでいま
す。
　JICEは、参加者が無事研修を終了し再
就職への一助となるよう、全力でサポートし
ていきます。

　6月25日、JICEは平成21年度第1回評議
員会および理事会を開催いたしました。「平
成20年度事業報告および収支決算」「理事
および監事の選任」「評議員の選任」「顧問
の委嘱」について審議が行われ、全ての議
案が承認されました。また、前期に引き続き、
松岡理事長と村上専務理事が互選により
選出されました。
　なお、本年4月から6月までの役員および
評議員の異動については右記のとおりで
す。

　現下の社会・経済情勢の下、厳しい雇用
状況にある日系在住外国人を支援しようと、
JICEは平成21年4月に厚生労働省と契約を
結び、安定就労への意欲やその必要性の
高い日系人求職者を対象に、就労準備研
修を実施しています。具体的には、各県の労
働局、各地のハローワーク、国際交流協会、
駐日ブラジル大使館、ブラジル人学校と連携
をとりながら、日本語コミュニケーション能力
の向上、日本の労働法令、雇用慣行、労働・
社会保険制度等に関する知識の習得に関
する講義・実習を行っています。
　対象都市は、外国人集住都市会議メン
バーを中心に30数カ所、対象人数は年間
5,000人の予定で、6月末現在、すでに愛知
県、静岡県、三重県、岐阜県、滋賀県、神奈
川県、長野県内の24都市で研修が開始さ
れ、今後も徐々に対象都市が広がる見込み
です。研修参加者の約67％がブラジル国籍
で、次いでペルー国籍27％、残りがボリビア

役員・評議員の異動
〔4月1日付〕 就任　監事　　　湊 芳郎
　　　　   就任　評議員　　川村 知也、伊藤 誠、五十嵐 英男、
　　　　  　　　　  　　  　池田 捨成、金子 洋三、喜多 悦子、
　　　　  　　　　  　　  　櫻田 幸久、豊島 正夫、中井 龍一
〔6月25日付〕退任　理事　　　櫻井 友行
　　　　　退任　監事　　　大西 誠
　　　　　退任　評議員　　五十嵐 英男
〔6月26日付〕就任　理事長　　松岡 和久
　　　　　就任　専務理事 　村上 正博
　　　　　就任　理事　　　飯島 正孝、岩本 荘太、川畑 安弘、
　　　　  　　　　  　　  　櫻井 國俊、中村 順一、柳澤 賢一
　　　　　就任　監事　　　湊 芳郎、上川 裕秀
　　　　　就任　評議員　　河野 善彦、永田 兼一

人事異動
〔4月30日付〕
総務部付（5月1日から財団法人中東協力センター出向）
　増田 大（プロジェクト開発部プロジェクト支援課副課長）
〔5月1日付〕
プロジェクト開発部長
　中村 俊介（プロジェクト開発部長 兼 プロジェクト開発部新規事業
　　　　　  開発課長事務取扱）
国際研修部計画課長 兼 国際研修部横浜業務室長
　小磯 和俊（国際研修部計画課長 兼 国際研修部研修監理課長 兼
　　　　　   国際研修部横浜業務室長）
プロジェクト開発部新規事業開発課長
　鍬田 伸利（留学生部留学生事業課長）
留学生部留学生事業課長
　堤 敦史（留学生部主幹）
派遣支援センター室次長
　鈴木 稔（東北支所長）
国際研修部研修監理課長
　大野 農（総務部人事課副課長）
東北支所長
　森下 さおり（派遣支援センター副室長）
国際研修部東京業務室副室長
　奥村 公敏（国際研修部計画課副主幹 兼 国際研修部研修開発課 
　　　　　   副主幹）
国際研修部研修開発課副課長
　芳根 和子（国際研修部研修開発課）

全国で
日系人就労準備研修を実施

平成21年度第１回評議員会
および理事会を開催



「21世紀東アジア青少年大交流計画」（Japan-East Asia Network of 
Exchange for Students and Youths＝ＪＥＮＥＳＹＳ）は、青少年の交流を
通じてアジアの強固な連帯に寄与することが目的の事業。平成19年から5年
間、毎年6000人程度の青少年を日本に招へいし、相互理解と友好関係の構
築を目指した交流プログラムを実施している。対象国はインド、インドネシア、オ
ーストラリア、韓国、カンボジア、シンガポール、タイ、中国、ニュージーランド、フ
ィリピン、ブルネイ、ベトナム、マレーシア、ミャンマー、モンゴル、ラオスなど。

２１世紀東アジア青少年大交流計画
（ＪＥＮＥＳＹＳ）
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ら
う
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流
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フ
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ピ
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ラ
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ラ
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家
族
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で
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ど
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長
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ー
ム
ス
テ

イ
を
終
え
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
大
学
生
た
ち
は
、再

び
合
流
し
て
、バ
ス
で
戸
隠
見
学
。翌

日
に
は
長
野
県
立
長
野
西
高
校
と
市

立
長
野
高
校
の
二
手
に
分
か
れ
た
。

　

長
野
西
高
校
を
訪
問
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た
大
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生
は
16
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ら
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入
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徒
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。
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昭
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れ
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。
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は
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う
。長
野
国
際
親

善
ク
ラ
ブ
さ
ん
と
は
こ
の
地
域
で
懇

意
に
し
て
い
る
の
で
、何
か
あ
れ
ば
お

互
い
に
助
け
合
っ
た
り
し
て
い
ま
す
」

　

長
野
西
高
校
は
全
校
生
徒
約

7
6
0
名
。創
立
1
1
0
年
を
超
え

る
歴
史
あ
る
高
校
だ
。そ
の
高
校
が

国
際
教
養
科
を
立
ち
上
げ
た
の
は
、

県
教
委
が「
魅
力
あ
る
、特
色
の
あ
る

学
科
づ
く
り
」を
奨
励
し
た
こ
と
も

あ
る
が
、一
番
の
理
由
は
国
際
社
会
に

視
野
を
向
け
た
い
と
い
う
生
徒
の
要

望
が
多
か
っ
た
か
ら
。そ
れ
に
応
え
る

べ
く
、同
科
を
立
ち
上
げ
、海
外
か
ら

の
訪
問
者
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
始

め
た
。そ
し
て
い
ま
で
は
、生
徒
た
ち

に
国
際
感
覚
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
た
め
の
欠
か
せ

な
い
場
と
な
って
い
る
。

「
海
外
か
ら
訪
問
者
を
受
け
入
れ
る
最
大
の
メ
リ

ッ
ト
は〝
刺
激
〞で
す
。そ
の
点
、今
回
も
い
い
刺
激

に
な
っ
た
よ
う
で
す
。あ
る
ク
ラ
ス
で
は
、日
本
の

高
齢
化
社
会
や
社
会
問
題
を
リ
サ
ー
チ
し
て
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
し
て
い
ま
し
た
。海
外
か
ら
の
学

生
と
触
れ
合
う
こ
と
で
日
本
社
会
を
客
観
的
に

見
る
視
点
も
養
って
い
ま
す
」

　
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
大
学
生
一行
は
、長
野
西
高
校
で

の一日
を
、茶
道
と
邦
楽
の
文
化
に
ふ
れ
て
し
め
く

く
っ
た
そ
う
だ
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
大
使
と
し
て

い
つ
か
日
本
に
戻
っ
て
き
た
い

　

今
回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、長
野
、石
川
、兵
庫
、長

崎
に
分
か
れ
て
、そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
交
流
し
た一

行
は
、再
び
東
京
で
合
流
し
、有
明
水
再
生
セ
ン
タ

ー
や
浅
草
寺
を
見
学
。そ
の
夜
の
夕
食
報
告
会
で

は
、フ
ィ
リ
ピ
ン
の
大
学
生
た
ち
に
よ
る
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
が
花
を
添
え
た
。

　

参
加
し
た
男
子
学
生
の一
人
、ア
マ
ン
シ
ォ・マ
リ

ワ
ッ
ト・メ
ラ
ド
さ
ん（
18
）は
、「
日
本
の
教
育
水
準

は
高
く
、時
間
を
守
る
こ
と
に
驚
い
た
」。ま
た
、

女
子
学
生
の
ジ
ェ
ゼ
ー
ヌ・ゲ
イ
ル・パ
ー
ラ
ー
さ
ん

（
18
）は「
戦
争
中
の
日
本
に
対
し
て
悪
い
イ
メ
ー

ジ
が
あ
っ
た
が
印
象
が
変
わ
っ
た
。日
本
の
文
化
を

堪
能
し
、た
く
さ
ん
の
親
切
な
人
々
に
も
出
会
え

た
。両
国
の
懸
け
橋
と
な
る
べ
く
、い
つ
か
フ
ィ
リ
ピ

ン
の
大
使
と
し
て
日
本
に
戻
っ
て
き
た
い
」と
語
っ

た
。

　

日
本
で
の
最
後
の
夜
の
会
場
は
、別
れ
を
惜
し

む
顔
で
埋
め
尽
く
さ
れ
て
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
文
責
／
編
集
部
）

TSUNA

GU

JICEは、平成19年から政府が行っている
「21世紀東アジア青少年大交流計画」（ＪＥＮＥＳＹＳ）の

短期招へいプログラムの実施を担当している。
今回は5月に招へいされたフィリピンの青少年たちと、
長野市のホストファミリー、長野県立長野西高校との

交流の様子を追った。
フィリピン出身の川上エルーナ
さん。一緒にいるのは娘さん

マリサさんのホストファミリーとなった川
上さん一家

長野西高校の横森昭一郎先生は英語の先生
で国際教養科の主任

フィリピンの学生にあやとりを教える長野西高校の生徒たち

「日本の教育水準は高い」というアマンシォ
・マリワット・メラドさん

「フィリピンの大使として日本に戻ってきた
い」というジェゼーヌ・ゲイル・パーラーさん

夕食報告会ではパフォーマンスを披露したフィリピンの大学生たち
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生
協
の
加
盟
国
は
85
カ
国

世
界
最
大
の
N
G
O
組
織

　

生
鮮
食
品
や
生
活
用
品
の
共
同
購
買
活
動
で

日
本
全
国
に
組
織
網
を
張
り
め
ぐ
ら
せ
て
い
る

「
生
協
」。そ
の
生
協
を
束
ね
て
い
る
の
が「
日
本

生
活
協
同
組
合
連
合
会
」（
日
生
協
）だ
。

「
日
本
に
あ
る
生
協
の
数
は
6
0
0
を
超
え
ま

す
。都
道
府
県
の
生
協
、地
域
の
生
協
、大
学
生

協
、医
療
生
協
な
ど
様
々
で
、そ
れ
ぞ
れ
独
自
の

運
営
を
し
て
い
ま
す
が
、そ
の
う
ち
医
療
生
協
は

1
1
7
あ
り
、現
在
、79
の
病
院
、3
4
9
の
診
療

所
、1
2
7
4
の
介
護
施
設
を
運
営
し
て
お
り
ま

す
。戦
後
直
後
か
ら
医
療
や
保
健
事
業
、介
護
サ

ー
ビ
ス
な
ど
を
行
って
き
ま
し
た
」

　

そ
う
説
明
す
る
の
は
、3
年
前
、国
際
労
働
機

関（
I
L
O
）か
ら
日
生
協
の
医
療
部
会
に
転
身

し
、国
際
関
係
を
担
当
し
て
い
る
北
嶋
信
雅
さ

ん
。

　

た
だ
し
、そ
の
医
療
生
協
が
開
発
途
上
国
へ
の

医
療
協
力
で
貢
献
し
て
い
る
こ
と
は
あ
ま
り
知
ら

れ
て
い
な
い
。そ
の
あ
た
り
の
事
情
に
つ
い
て
北
嶋

さ
ん
は
、「
認
知
度
が
低
い
の
は
反
省
点
。今
後
は

周
知
に
努
め
た
い
」と
し
た
上
で
こ
う
話
す
。

「
ほ
と
ん
ど
P
R
も
し
な
い
し
、国
内
の
病
院
に
し

て
も『
生
協
の
病
院
』と
い
う
看
板
を
掲
げ
て
い
る

と
こ
ろ
は
ご
く
稀
だ
か
ら
で
し
ょ
う
。も
と
も
と

生
協
は
、あ
く
ま
で
も
ロ
ー
カ
ル・ナ
シ
ョ
ナ
ル・リ

ー
ジ
ョ
ナ
ル・イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
へ
、つ
ま
り
、地

域
発
の
地
道
な
活
動
で
組
合
員
に
最
も
効
果
的

な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
な
が
ら
、そ
の
輪
を
グ
ロ
ー

バ
ル
に
広
げ
て
き
ま
し
た
」

　

そ
の
大
元
と
な
る
の
が
1
8
9
5
年
に
設
立

さ
れ
た
国
際
協
同
組
合
同
盟（
I
C
A
）。一
時
、

I
L
O
の
事
務
局
機
構
の一部
と
し
て
活
動
し
て

い
た
時
期
も
あ
っ
た
が
、そ
の
後
、徐
々
に
世
界
各

国
に
協
同
組
合
運
動
を
普
及
さ
せ
な
が
ら
、加
盟

組
織
間
の
交
流
や
連
帯
を
促
進
し
て
き
た
。現

在
、加
盟
国
は
世
界
に
85
カ
国
。総
組
合
員
数
8

億
人
を
超
え
る
世
界
最
大
の
N
G
O
組
織
だ
。

　

そ
こ
ま
で
の
大
組
織
に
な
っ
た
背
景
に
は
、組

合
の
自
助
努
力
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、国
連
が

「
協
同
組
合
は
世
界
の
経
済
的・社
会
的・文
化
的

な
発
展
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
に

着
目
」し
、協
同
組
合
の
振
興
に
力
を
入
れ
て
き

た
こ
と
が
大
き
い
。国
連
の
庇
護
の
も
と
、生
協
の

グ
ロ
ー
バ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
世
界
中
に
張
り
め
ぐ

ら
さ
れ
、そ
れ
ぞ
れ
密
接
に
関
係
を
保
ち
な
が
ら

今
日
に
至
って
い
る
。

各
国
の
医
療
生
協
を
通
じ
た

国
際
協
力
は
地
道
だ
が
着
実

　

そ
の
I
C
A
に
日
本
の
生
協
が
加
入
し
た
の

は
、終
戦
直
後
の
52
年（
昭
和
27
年
）。以
来
、徐
々

に
で
は
あ
る
も
の
の
、日
本
の
生
協
は
医
療
面
で

も
、国
際
協
力
や
支
援
に
徐
々
に
力
を
入
れ
る
よ

う
に
な
って
いっ
た
。

　

近
年
の
例
で
言
え
ば
、2
0
0
4
年
12
月
の
ス

マ
ト
ラ
沖
地
震
で
、ス
リ
ラ
ン
カ
を
襲
っ
た
津
波
は

3
万
人
以
上
の
犠
牲
者
を
出
し
、ゴ
ー
ル
の
町
に

あ
る
約
15
の
生
協
の
病
院
や
診
療
所
も
甚
大
な

被
害
を
受
け
た
。そ
の
際
、医
療
生
協
は
即
座
に

機
材
を
送
っ
た
り
、医
師
を
派
遣
し
た
り
し
て
い

る
。

　

ま
た
、ネ
パ
ー
ル
で
は
10
年
ほ
ど
前
、カ
ト
マ
ン
ズ

の
医
療
生
協
の
病
院
建
築
計
画
が
持
ち
上
が
っ
た

折
、日
本
の
医
療
生
協
は
全
国
の
組
合
員
や
職
員

に
呼
び
掛
け
、３
２
０
０
万
円
を
集
め
て「
母
子
セ

ン
タ
ー
」を
実
現
さ
せ
て
い
る
。

「
ネ
パ
ー
ル
に
対
し
て
は
2
年
ほ
ど
前
か
ら
、医
療

ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
を
組
ん
で
お
り
、今
年
3
月
に
は

医
師
、看
護
師
、医
学
生
、看
護
学
生
な
ど
、総
勢

17
名
が
参
加
し
ま
し
た
。こ
の
医
療
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア

ー
は
、医
学・薬
学・福
祉・看
護
な
ど
を
学
ぶ
医
学

生
や
医
療
関
係
者
に
、『
依
然
と
し
て
貧
し
い
ネ
パ

ー
ル
に
今
後
何
が
必
要
か
』『
自
分
た
ち
に
何
が

で
き
る
か
』な
ど
を
考
え
て
も
ら
う
の
が
目
的
で

す
。今
年
は
こ
の
8
月
に
も
医
療
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー

を
計
画
し
て
い
ま
す
」

　
一
方
で
モ
ン
ゴ
ル
と
は
1
9
9
1
年
か
ら
18
年

間
に
わ
た
っ
て
交
流
が
あ
る
。神
戸
医
療
生
協
の

も
と
黒
田
耕
平
歯
科
医
師（
神
戸
在
住
）が
中
心

と
な
っ
て
、モ
ン
ゴ
ル
の
歯
科
医
療
と
公
衆
衛
生
の

向
上
に
支
援
を
続
け
て
き
た
か
ら
だ
。

「
そ
の
モ
ン
ゴ
ル
で
は
98
年
、『
エ
ネ
レ
ル
歯
科
診
療

所
協
同
組
合
』が
設
立
さ
れ
ま
し
た
が
、翌
年
に

は
エ
ネ
レ
ル
代
表
団
が
訪
日
、翌
々
年
に
は
日
生

協
医
療
部
会
の
調
査
団
が
エ
ネ
レ
ル
を
訪
問
し
医

療
生
協
活
動
の
交
流
が
始
ま
って
い
ま
す
。神
戸

医
療
生
協
は
そ
の
後
も
、定
期
的
に
モ
ン
ゴ
ル
か

ら
日
本
に
歯
科
医
師・技
工
士・衛
生
士
を
受
け

入
れ
た
り
、毎
年
、日
本
人
医
療
従
事
者
を
派

遣
し
て
、歯
科
検
診
や
公
衆
衛
生
の
普
及
活
動

を
行
っ
た
り
し
て
い
ま
す
」

　

時
に
は
首
都
の
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
か
ら
70
㎞
も

離
れ
た
ゲ
ル
を
訪
れ
、遊
牧
民
や
周
辺
の
鉱
山
で

働
く
労
働
者
た
ち
の
健
康
チ
ェッ
ク
に
赴
い
た
り

し
た
そ
う
だ
。

今
や
U
N
I
C
E
F
で
は

日
本
国
内
最
大
の
ド
ナ
ー

　

日
本
の
医
療
生
協
は
、長
年
の
そ
う
し
た
活

動
を
通
じ
て
、今
で
は
政
府
機
関
の
J
I
C
A

（
国
際
協
力
機
構
）、国
際
機
関
の
I
L
O
・

W
H
O（
世
界
保
健
機
関
）・
U
N
I
C
E
F

（
国
連
児
童
基
金
）・U
N
F
P
A（
国
連
人
口

基
金
）、N
G
O
の「
難
民
を
助
け
る
会
」な
ど
の

ド
ナ
ー
と
し
て
欠
か
せ
な
い
存
在
だ
。な
か
で
も

日
生
協
は
U
N
I
C
E
F
に
対
し
て
は
日
本
最

大
の
ド
ナ
ー
と
な
って
い
る
。

「
日
本
の
生
協
の
歴
史
を
紐
解
い
て
み
る
と
、医

療
面
で
国
際
活
動
を
始
め
た
の
は
昭
和
45
年
以

降
で
、そ
の
頃
か
ら
海
外
視
察
が
活
発
に
な
り

ま
し
た
。一
方
、生
協
は
政
府
や
国
際
機
関
、

N
G
O
と
は
違
っ
た
生
協
な
ら
で
は
の
国
際
交

流
も
し
て
き
ま
し
た
」

　

例
え
ば
、2
0
0
6
年
に
起
き
た
イ
ン
ド
ネ

シ
ア・ジ
ャ
ワ
島
中
部
地
震
で
は
、日
生
協
医
療

部
会
は
診
療
所
と
ビ
ジ
ネ
ス
相
談
所
再
建
の
た

め
の
支
援
や
義
捐
金
、零
細
ビ
ジ
ネ
ス
企
業
マニュ

ア
ル
を
用
い
た
ビ
ジ
ネ
ス
訓
練
に
も
寄
与
し
て
い

る
。こ
う
し
た
国
際
活
動
は
日
本
の
生
協
な
ら
で

は
の
も
の
だ
ろ
う
。

　

現
在
、日
本
の
生
協
に
は
6
人
に
1
人
が
加
入

し
、総
会
員
数
2
千
数
百
万
人
に
達
し
て
い
る
。

こ
れ
ほ
ど
生
協
が
盛
ん
な
国
は
世
界
に
類
を
見

な
い
。日
本
は
今
や
、生
協
の
分
野
で
も
ア
ジ
ア・

太
平
洋
地
域
の
中
心
的
役
割
を
担
う
よ
う
に
な

って
い
る
。

2
vol.

生協と人づくり

一歩一歩着実に歩んできた
日本の医療生協の国際協力

私たちの国際協力

ぎ  

え
ん  

き
ん

スリランカに派遣された看護師が現地の患者を診ている様子モンゴルに派遣された歯科医療関係者が知的障害者に歯磨き指導
しているところ

ILOから日本生活協同連合会医療
部会に転身した北嶋信雅さん

ネパールのスタディツアー
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財団法人 日本国際協力センター

地方自治体の国際交流・協力は
市民参加の是非が明暗をわける

知をつなぐ。世界をつなぐ。未来をつなぐ。

新しい事業を創造するために
果敢に挑戦していきたい

JICEスタッフに聞く プロジェクト開発部
新規事業開発課 課長

鍬田 伸利さん

��������� この人に聞く

���� 顔

めんじゅ・としひろ
兵庫県庁在職中に米エバーグリーン大学に派遣され、姉妹都市交流の研究で修士
課程修了。復職後も姉妹都市交流をはじめとする国際交流事業に携わり、1998年に
（財）日本国際交流センターへ。地域レベルの国際交流・協力活動、NGOの調査研
究、日米を中心とする市民団体相互の交流活動のコーディネーションなどを担当して
きた。著書に「『多文化パワー』社会・多文化共生を超えて」（国際交流・協力活動入
門講座シリーズ4／明石書店）などがある。

姉妹都市や国際交流、多
文化共生は、本来、一体の
ものだと思います

� �����������������������������������������������
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　民間の銀行にほぼ10年勤めた後、JICE
に入団した鍬田伸利さん。異色の経歴の持
ち主だ。その銀行時代にJBIC（国際協力
銀行。当時は海外経済協力基金）に2年間
出向して、インドネシアへのODA（円借款）
事業を手掛けたことが鍬田さんの運命を変
えた。
「途上国の国づくりに携わっているという充
実感があり、民間の金融機関とはまた異な
るやり甲斐を感じました」
　JBICへの出向を終えて銀行に戻った鍬
田さんは、1999年にJICEに入団。まもなくし
てJICAの調査団の一員としてウズベキスタ
ンへ出張した。
「それが今日も続いているJDS（人材育成
支援無償）事業の始まりです。市場経済化

移行国の将来有望な人材を日本に留学さ
せるODA事業で、当初、ウズベキスタンとラ
オスの2カ国でスタートしたJDS事業は、今で
は10カ国（ミャンマー、中国、フィリピン、キル
ギスなど）を数えるまでになりました」
　鍬田さんはその後、04年10月から人事課
の仕事に従事したが、07年5月から今度は
課長としてJDS事業を再び担当、その後、
09年5月、プロジェクト開発部新規事業開発
課の課長に就いた。
「国際協力をめぐる環境は劇的に変わって
います。今後はより厳しい競争の時代になっ
ていくでしょう。この課はこの4月に立ち上げ
たばかり。一言で言えば新しい事業を獲得
していく課。公益法人のJICEとしても、経営
の視点がますます重要となっています」

　2年前に始まった21世紀東アジア青少年
大交流計画（JENESYS）などの新しい動き
はこれまでも見られたが、今後は、インドネシ
アやベトナムなどの国々が、無償資金協力
や技術協力を受ける国から円借款に比重
を移しつつある中で、それを見据えた事業
展開を模索する必要があり、さらに世界銀
行やアジア開発銀行などのプロジェクトとい
った未知の領域にも目を向けているところ
だ。
　鍬田さんはかつての恩師に贈られた「見
る前に翔べ」という言葉を、今でも時々思い
出しては実感しているという。JICEの新たな
可能性を見出そうとする姿勢と適確な情報
収集能力は、新規事業の創造にはうってつ
けの人材だともっぱらの評判だ。

モノの見方や考え方など銀
行時代の経験は、間接的に
活かされていると思います
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日本の自治体が種をまき開花させた国際交流 

　姉妹都市交流は1960年代から70年代にかけて盛んに行われ
るようになりました。その後、自治体の関心事は80年代には“国際
協力”、90年代には“多文化共生”へとシフトしてきた感がありま
す。ところが近年、日本の自治体はいずれも財政難に陥り、海外と
の活動のパワーそのものを失いつつあります。在留外国人の住
宅、医療、教育など、直面する問題に取り組むのに精一杯という
事情があるからです。
　一方、アジアやアフリカなどでは分権化が進み、自治体間の国
際交流が極めて盛んになってきました。日本の自治体が過去に、
アジアなどの自治体を招いてまいた種が、いま花開いた形です
が、昨年参加した福岡の国際都市会議やアメリカでの姉妹都市
大会では、アジアを始めほかの国では活発に国際交流が行われ
ているのに「いったい日本の自治体はどうなっているんだ？」という

声を、投げかけられるような状況です。
　こうした状況に陥った原因は、財政難のせいだけではありませ
ん。よく言われるように、自治体の担当者は2、3年で代わってしま
います。ほとんどの自治体で市民を中心に据えず、“顔の見える”
交流がなおざりにされてきたからなのです。

自治体の国際交流・協力の理想の形

　そうした中でも姉妹都市交流が脈 と々続いているケースがあり
ます。長期的な視野で市民が積極的に参加する基盤をしっかり
つくり、守り続けてきた自治体です。こうしたケースを見るにつけ、
自治体は姉妹都市交流を先導するのではなく、市民がイニシア
チブをとる交流を後押しする仕組みづくりへと役割を転換してい
くべきでしょう。
　しかし、単に市民に放り投げるのでは無責任です。自治体とし
て市民の自発的な交流が行えるためのお膳だてをすることが不
可欠です。例えば、地元の活発なNPOのリーダーを姉妹都市に
派遣し、相手の同じ立場の人との交流の機会を作るなどです。パ
ワーのある人同士が出会えばスパークが起こり、自発的に交流が
広がっていきます。
　アメリカとの姉妹都市交流の夕食会の場で市民同士が、太平
洋戦争で同じ島で敵同士として戦っていたことがわかり、お互い
に涙して今の平和を喜んだという奇跡もありました。そうした草の
根の国際交流の積み重ねが、内向きな人々の意識を変え、開か
れた地域の発展につながるのです。
　私は長年にわたって国際交流を見てきました。姉妹都市交流、
国際協力、多文化共生は、人の交流が原点にあるという意味で、
その根源はあくまで一体のものと考えてください。姉妹都市を通
じて相互信頼を築く実績のある地域であれば、国際協力も多文
化共生もみごとにやってのけられるのです。

毛受 敏浩さん

財団法人日本国際交流センター
チーフ・プログラム・オフィサー

国籍、アルゼンチン国籍、コロンビア国籍、パ
ラグアイ国籍。今後の再就職のためには、日
本語の習得が不可欠という意識が強まって
おり、参加者は真剣に研修に取り組んでいま
す。
　JICEは、参加者が無事研修を終了し再
就職への一助となるよう、全力でサポートし
ていきます。

　6月25日、JICEは平成21年度第1回評議
員会および理事会を開催いたしました。「平
成20年度事業報告および収支決算」「理事
および監事の選任」「評議員の選任」「顧問
の委嘱」について審議が行われ、全ての議
案が承認されました。また、前期に引き続き、
松岡理事長と村上専務理事が互選により
選出されました。
　なお、本年4月から6月までの役員および
評議員の異動については右記のとおりで
す。

　現下の社会・経済情勢の下、厳しい雇用
状況にある日系在住外国人を支援しようと、
JICEは平成21年4月に厚生労働省と契約を
結び、安定就労への意欲やその必要性の
高い日系人求職者を対象に、就労準備研
修を実施しています。具体的には、各県の労
働局、各地のハローワーク、国際交流協会、
駐日ブラジル大使館、ブラジル人学校と連携
をとりながら、日本語コミュニケーション能力
の向上、日本の労働法令、雇用慣行、労働・
社会保険制度等に関する知識の習得に関
する講義・実習を行っています。
　対象都市は、外国人集住都市会議メン
バーを中心に30数カ所、対象人数は年間
5,000人の予定で、6月末現在、すでに愛知
県、静岡県、三重県、岐阜県、滋賀県、神奈
川県、長野県内の24都市で研修が開始さ
れ、今後も徐々に対象都市が広がる見込み
です。研修参加者の約67％がブラジル国籍
で、次いでペルー国籍27％、残りがボリビア

全国で
日系人就労準備研修を実施

平成21年度第１回評議員会
および理事会を開催


